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この取扱説明書は、グリーンローラーの取扱方法と使用上の注意事項について記載してあります。 

ご使用の前には、必ずこの取扱説明書を熟知するまでお読みの上、正しくお取り扱い頂き、最良の状

態でご使用ください。 

・ お読みになった後も必ず製品に近接して保存してください。 

・ 製品を貸与または譲渡される場合は、この取扱説明書を製品に添付してお渡し下さい。 

・ なお、品質・性能向上あるいは安全上、使用部品の変更を行うことがあります。その際には、本書内容お

よび写真・イラストなどの一部が、本製品と一致しない場合がありますので、ご了承下さい。 

・ ご不明なことやお気付きのことがございましたら、お買い上げいただきましたお店、またはお近くの特約

店・販売店にご相談下さい。 

・ 通常のご使用で、万一故障・破損等が発生した場合は、その状態のまま販売店にご相談ください。お客様

で分解等をなされた場合、保証期間内であっても保証ができない場合があります。 

  

  

  警警告告    
    

  危危険険  
    

  注注意意  

  
・・  ここのの取取扱扱説説明明書書ににはは安安全全にに作作業業ししてていいたただだくくたためめにに、、安安全全上上ののポポイインントト「「安安全全にに作作業業すするるたためめにに」」  

  をを記記載載ししててあありりまますす。。使使用用前前にに必必ずずおお読読みみ下下ささいい。。  

・・  ここのの取取扱扱説説明明書書をを紛紛失失ままたたはは損損傷傷さされれたた場場合合はは、、速速ややかかにに当当社社のの販販売売店店ににごご注注文文下下ささいい。。  

  

  

  

  

グリーンローラーをお買い上げ頂き、

ありがとうございます。 

その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負うこ

とになるものを示します。 

その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危

険性があるものを示します。 

その警告文に従わなかった場合、ケガを負うおそれのある

ものを示します。 
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１１．．  安安全全にに作作業業すするるたためめにに  

ここここでで記記載載さされれてていいるる注注意意事事項項をを守守ららなないいとと、、死死亡亡をを含含むむ傷傷害害やや事事故故、、機機械械のの破破損損がが生生じじるる恐恐れれががあありりまますす。。  

・・  一一般般的的なな注注意意事事項項  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

警告 排ガスには充分に注意する 
締め切った屋内などではエンジンを始動しないで下さい。エンジンは、風通しのよい屋外で始動して

下さい。やむを得ず屋内で始動する場合は、十分に換気をして下さい。 

【守らないと】 

排ガスによる中毒を起こし、死亡事故に至る恐れがあります。 

警告 こんな時は運転しない 
・過労・病気、薬物の影響、その他の理由により作業に集中できないとき 

・酒を飲んでいるとき 
・妊娠しているとき 
・１８歳未満の人 

警告 作業に適した服装をする 
はち巻き、首巻き、腰タオルは禁止です。滑り止めの付いた靴を着用し、作業に適した防護具などを

付け、だぶつきの無い服装をして下さい。 

【守らないと】 

機械に巻き込まれたり、滑って転倒する恐れがあります。 

警告 機械を他人に貸すときは取扱方法を説明する 
取扱方法をよく説明し、使用前に「取扱説明書」を必ず読むように指導して下さい。 

 

【守らないと】 

死亡事故や重大な傷害、機械の破損をまねく恐れがあります。 

警告 目的外使用の禁止 
本機はグリーンの芝を押さえる事を目的に設計、開発されていますので、それ以外の目的で使用され

る場合、機械の安全に関して保証できませんので、注意して下さい。 

【守らないと】 

死亡事故や重大な傷害、機械の破損をまねく恐れがあります。 
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・・作作業業前前後後のの確確認認時時、、格格納納時時のの注注意意項項目目  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

注意 マフラの高温に注意 
運転中およびエンジン停止直後の、マフラは高温ですので、触れないで下さい。 

 

【守らないと】 

やけどをする恐れがあります。 

 

注意 機械の改造禁止 
純正部品や指定以外のアタッチメントを取り付けないで下さい。 

改造をしないで下さい。 

【守らないと】 

事故、ケガ、機械の故障をまねく恐れがあります。 

注意 点検・整備をおこなう 
機械を使う前と後には必ず点検・整備をして下さい。特に、ハンドル・ブレーキ・レバーなどの操縦

装置及び車輪などの走行装置は、確実に作動するように点検・整備して下さい。 

【守らないと】 

事故、ケガ、機械の故障をまねく恐れがあります。 

警告 注油、給油はエンジンが冷めてからおこなう 
エンジン回転中や、エンジンが熱い間は、絶対に注油、給油しないで下さい。 

 

【守らないと】 

燃料などに引火して、火災をおこす恐れがあります。 

警告 燃料補給時は火気厳禁 
燃料補給時は、くわえ煙草や裸火照明は絶対にしないで下さい。 

 

【守らないと】 

燃料などに引火して、火災をおこす恐れがあります。 
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警告 燃料漏れに注意 
燃料パイプが破損していると、燃料漏れを起こしますので必ず点検して下さい。 

 

【守らないと】 

火災事故を引き起こす恐れがあります。 

警告 燃料ｷｬｯﾌﾟをしめ、こぼれた燃料はふき取る 
燃料を補給したときは、燃料ｷｬｯﾌﾟを確実にしめ、こぼれた燃料はきれいに拭き取って下さい。 

 

【守らないと】 

火災事故を引き起こす恐れがあります。 

警告 点検整備は平坦で安定した場所でおこなう 
機械が倒れたり動いたりしない平坦で安定した場所で、前輪には車止めをして点検整備をして下さ

い。 

【守らないと】 

機械が転倒すると、思わぬ事故をまねく恐れがあります。 

警告 マフラ・エンジン回りのゴミは取り除く 
マフラやエンジン周辺部に、刈り草・ゴミ・燃料などが付着していないか、毎日作業前に点検して下

さい。 

【守らないと】 

火災事故を引き起こす恐れがあります。 

警告 ブレーキ・ハンドルの点検を必ずおこなう 
ブレーキの効きが悪かったり、片効きが無いように、またハンドルに著しいガタや遊びが無いように、

点検して下さい。 

【守らないと】 

事故を引き起こす恐れがあります。 
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・・  作作業業機機にに関関すするる注注意意事事項項  

  

  

  

  

  

  

注意 点検整備中はエンジン停止 
点検・整備・修理または掃除をするときは、必ずエンジンを停止して下さい。 

 

【守らないと】 

機械の下敷きになるなど、傷害事故を引き起こす恐れがあります。 

注意 カバー類は必ず取り付ける 
点検・整備などで取り外したカバー類は必ず取り付けて下さい。 

 

【守らないと】 

機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こす恐れがあります。 

 

注意 点検整備は過熱部分が充分冷めてからおこなう 
マフラはエンジンなどの過熱部分が充分に冷めてから点検整備をして下さい。 

 

【守らないと】 

火傷をする恐れがあります。 

注意 目的に合った工具を正しく使用する 
点検整備に必要な工具類は、適正な管理をし、目的に合った工具を正しく使用して下さい。また点検

に必要な工具はグリーンローラに常備しておいて下さい。 

【守らないと】 

整備不良で事故を引き起こす恐れがあります。 

警告 機械の下にもぐったり、足を入れない 
グリーンローラの下にもぐったり、足を踏み込んだりしないで下さい。 

 

【守らないと】 

傷害事故を負う恐れがあります。 
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警告 強度・長さ・幅の充分あるあゆみ板を使う 
積み込み、積み降ろしをするときは、平坦で安全な場所で、トラックのエンジンを止め、動かないよ

うにサイドブレーキを掛け車止めをして下さい。使用するあゆみ板は幅・長さ・強度が十分にあり、

スリップのしないものを選んで下さい。 

【守らないと】 

転落事故を引き起こす恐れがあります。 

警告 登るときは前進、降りるときは後退でおこなう 
トラックに積み込む時は前進で、降りるときは後進でおこなって下さい。 

 

【守らないと】 

バランスを崩し、転落事故を引き起こす恐れがあります。 

警告 ロープでトラックに確実に固定する 
トラックに乗せて移動するときは、駐車ブレーキを掛け、強度の十分にあるロープでトラックに固定

させて下さい。 

【守らないと】 

荷台からグリーンローラが転落して事故を引き起こす恐れがあります。 

警告 急な発進、停止、旋回やｽﾋﾟｰﾄﾞ出しすぎ禁止 
発進・停止はゆっくりとおこなって下さい。旋回をするときは、十分スピードを落として下さい。ま

た、凹凸地、傾斜地では、充分速度を落として下さい。 

【守らないと】 

転倒事故や、機械の破損をおこす恐れがあります。 

注意 傾斜地では、惰性運転はしない 
傾斜地での走行は十分注意して行なって下さい。惰性運転などはしないで下さい。 

 

【守らないと】 

転倒事故や、機械の破損を起こす恐れがあります。 
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・・作作業業時時のの注注意意事事項項  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

注意 暖機運転中は駐車ブレーキを掛ける 
 

【守らないと】 

グリーンローラが自然に動き出し、事故を引き起こす恐れがあります。 

警告 機械から離れる時は平坦地に置きｴﾝｼﾞﾝを止める 
機械から離れるときは、平坦で安定した場所に置き、エンジンを止めて、必ず駐車ブレーキを掛け車

止めをして下さい。 

【守らないと】 

グリーンローラが動き出し、事故を起こす恐れがあります。 

警告 異状な振動が出たら、直ちに点検･修理を行う 
異状な振動が出たら直ちにエンジンを停止し、原因を調べて、修理して下さい。 

 

【守らないと】 

事故・ケガ・機械の故障を起こす恐れがあります。 

警告 急旋回・夜間使用をしない 
急旋回しないで下さい。また本機は前照灯を装備していませんので、夜間は使用しないで下さい。旋

回するときは、十分に速度を落として下さい。 

 

【守らないと】 

事故の恐れがあります。 

注意 一般道走行禁止 
本機は型式認定を受けておりませんので一般道路の走行はできません。 

 

【守らないと】 

道路交通法違反により罰せられる事があります。 
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２２．．特特徴徴  

本本機機はは誰誰ににででもも安安易易ににごご使使用用頂頂けけるるよようう、、前前進進３３段段、、後後進進１１段段変変速速とと、、デデフフロロッックク機機構構ににししててあありりまますすののでで、、悪悪

路路脱脱出出、、旋旋回回はは自自由由自自在在ににででききるる、、ググリリーーンン専専用用のの大大型型自自走走ロローーララーーでですす。。  

下下りり坂坂ででももブブレレーーキキ及及びびババッックク付付ききでですすののでで、、安安心心ししててごご使使用用頂頂けけまますす。。新新車車のの使使用用時時間間５５００時時間間ままででのの  

取取扱扱いいがが大大変変重重要要でですす。。ここのの時時期期以以降降ののググリリーーンンロローーララーーのの寿寿命命にに大大ききくく影影響響ししまますす。。  

  

３３．．仕仕様様  

エエンンジジンン  BBRRIIGGGGSS  &&  SSTTRRAATTTTOONN    II//CC  113300GG    66..55PPSS    220088cccc  

変変速速  前前進進３３段段  後後進進１１段段  

ククララッッチチ方方式式  ベベルルトトテテンンシショョンン方方式式  

ブブレレーーキキ  セセンンタターーブブレレーーキキ  

寸寸法法  全全長長２２３３４４００ｍｍｍｍ  

全全幅幅１１２２１１００ｍｍｍｍ  

高高ささ１１２２００００ｍｍｍｍ  

ロローーララーー径径６６１１００ｍｍｍｍ  

ロローーララーー幅幅９９２２００ｍｍｍｍ  

重重量量  自自重重４４８８００ｋｋｇｇ  

デデフフロロッックク  有有  

  

４４．．新新車車のの扱扱いい  

  （（１１））  最最初初のの５５００時時間間ままででのの取取扱扱いい  

        重重作作業業、、急急発発進進、、急急ブブレレーーキキななどどはは避避けけ、、ななららしし運運転転ををししままししょょうう。。無無理理なな作作業業ををししまますすとと、、磨磨耗耗をを早早

めめまますす。。  

  

  （（２２））  最最初初５５００時時間間目目のの手手入入れれ  

エエンンジジンンオオイイルルをを交交換換ししてて下下ささいい。。詳詳細細はは定定期期のの点点検検・・調調整整のの項項ををごご参参照照下下ささいい。。  

  

  （（３３））  作作業業すするる前前にに  

        アアイイドドリリンンググ（（無無負負荷荷、、低低速速回回転転））でで暖暖機機運運転転をを行行いいままししょょうう。。  

  

  （（４４））  製製造造番番号号をを控控ええてて下下ささいい。。  

        製製造造番番号号はは部部品品のの注注文文ななどどにに必必要要でですすかからら控控ええてておおききままししょょうう。。  
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５５．．運運転転  

５５－－１１  各各部部のの名名称称  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

番番号号  名名称称  

１１  リリココイイルルススタターータターー  

２２  チチェェンンジジレレババーー  

３３  ククララッッチチレレババーー  

４４  ススロロッットトルルレレババーー  

５５  ブブレレーーキキレレババーー  

６６  デデフフロロッッククレレババーー  

  

５５－－２２  エエンンジジンンススタターートト、、スストトッッププ  

（（１１））ススタターートト  

ままずず、、チチェェンンジジレレババーーががニニュューートトララルルのの位位置置をを確確認認ししてて、、ブブレレーーキキレレババーーををロロッッククししてて下下ささいい。。  

          ④④ススロロッットトルルレレババーーをを始始動動位位置置ままでで引引きき、、①①リリココイイルルススタターータターーをを引引くくここととにによよっってて、、エエンンジジンンががかか

かかりりまますす。。かかかかりりににくくいい時時はは、、エエンンジジンン部部ののチチョョーーククレレババーーをを引引いいててリリココイイルルススタターータターーをを引引いいてて下下

ささいい。。エエンンジジンンががかかかかっったた後後はは、、チチョョーーククレレババーーをを元元にに戻戻ししまますす。。  

  

（（２２））スストトッッププ  

      ④④ススロロッットトルルレレババーーをを低低速速位位置置ままでで戻戻しし、、エエンンジジンン前前部部ににああるる黒黒いい停停止止ススイイッッチチををエエンンジジンンがが停停止止すす

るるままでで、、押押しし続続けけまますす。。  



11 

 

５５－－３３  発発進進方方法法  

    （（１１））エエンンジジンンススタターートト後後、、ししばばららくく暖暖機機運運転転ささせせまますす。。  

    （（２２））③③チチェェンンジジレレババーーをを１１～～３３速速ののどどちちららかかをを選選択択ししてて入入れれてて下下ささいい。。そそのの時時チチェェンンジジがが入入りりににくくいい時時はは、、

⑤⑤ブブレレーーキキレレババーーをを解解除除ししてて機機械械をを前前後後にに少少ししずずららししまますす。。そそううすするるここととにによよっってて、、ギギヤヤーーがが入入りりやや

すすくくななりりまますす。。  

    （（３３））⑤⑤ブブレレーーキキをを解解除除ししまますす。。  

    （（４４））②②ククララッッチチレレババーーをを手手前前にに引引くくとと、、本本機機がが動動きき始始めめまますす。。ここのの時時、、アアククセセルルレレババーーをを引引ききすすぎぎるるとと急急

発発進進ししまますすののでで、、ごご注注意意下下ささいい。。  

  

５５－－４４作作業業手手順順  

    （（１１））本本機機をを作作業業場場ままでで自自走走ささせせるるかか、、牽牽引引台台車車にに乗乗せせてて移移動動ささせせまますす。。  

    （（２２））作作業業速速度度はは１１速速ででししまますす。。  

    （（３３））悪悪路路ででロローーララーーがが片片滑滑りりししたた場場合合、、⑥⑥デデフフロロッッククレレババーーをを握握りり、、作作動動をを止止めめてて作作業業ををししてて下下ささいい。。  

    （（４４））タターーンンすするる場場合合、、ハハンンドドルルをを上上にに上上げげてて後後ロローーララーーをを浮浮かかししてて行行っってて下下ささいい。。  

  

５５－－５５特特殊殊作作業業  

    （（１１））重重量量のの加加減減はは、、ロローーララーー内内のの水水量量でで調調整整をを行行っってて下下ささいい。。  

  

５５－－６６作作業業上上ででのの注注意意  

    （（１１））高高速速でで作作業業をを行行ううとと、、早早すすぎぎてて転転圧圧のの効効果果ががああままりり得得らられれまませせんん。。  

    （（２２））急急発発進進、、急急停停止止はは機機械械ののハハンンドドルルがが持持ちち上上ががりりまますすののでで、、くくれれぐぐれれもも注注意意ししてて下下ささいい。。  

    （（３３））凹凹凸凸なな場場所所やや坂坂ににななっったた所所のの作作業業はは、、ハハンンドドルルをを取取らられれたたりりななどどししてて危危険険でですすののでで十十分分注注意意ししてて、、行行

っってて下下ささいい。。ななおお、、坂坂ででのの作作業業ははススリリッッププををすするるとと転転倒倒すするる恐恐れれががあありりまますすののでで、、直直ちちにに作作業業をを中中止止

ししてて、、本本機機をを安安全全なな場場所所にに移移動動ささせせてて下下ささいい。。  

  

５５－－７７機機械械をを離離れれるるととききのの注注意意  

      本本機機をを離離れれるる場場合合、、機機械械をを水水平平にに保保ててるる地地盤盤のの良良いい場場所所にに停停止止ささせせ、、ブブレレーーキキををロロッッククししロローーララーー部部にに歯歯

止止めめををししてて下下ささいい。。エエンンジジンンはは必必ずず停停止止ささせせててくくだだささいい。。  
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６６．．保保守守・・点点検検  

６６－－１１  メメンンテテナナンンススのの注注意意  

    （（１１））実実施施すするるメメンンテテナナンンススをを熟熟知知ししてて下下ささいい。。  

    （（２２））メメンンテテナナンンススはは乾乾燥燥ししたたききれれいいなな場場所所でで。。行行っってて下下ささいい。。  

    （（３３））メメンンテテナナンンススはは、、必必ずず機機械械のの作作動動をを停停止止ししてて行行っってて下下ささいい。。  

    （（４４））部部品品はは良良いい状状態態でで、、正正ししくく取取りり付付けけてて下下ささいい。。  

    （（５５））損損傷傷部部品品はは直直ちちにに修修理理、、交交換換ししてて下下ささいい。。  

    （（６６））磨磨耗耗損損傷傷部部品品はは、、交交換換ししてて下下ささいい。。  

    （（７７））ごごみみやや、、ググリリスス、、オオイイルルのの付付着着はは取取除除いいてて下下ささいい。。  

    （（８８））電電気気系系統統ののメメンンテテナナンンススををすするる場場合合、、ババッッテテリリーーののママイイナナスス線線をを外外ししてて下下ささいい。。（（本本機機ははリリココイイルルスス

タターートトななののでで、、関関係係あありりまませせんん））  

  

６６－－２２始始業業点点検検  

1 前日使用の異常個所

2 オイル量の点検・補給

3 燃料の点検・補給

4 エアクリーナーエレメントの点検洗浄

5 リコイルスターターひもの緩み点検

6 各Ｖベルトの張り具合点検、調整

7 各チェーンの張り具合点検、調整

8 ブレーキのかかり具合、調整

9 デフロックのかかり具合、調整

10 各部、ボルト、ナット、ピン類の緩み点検、調整

11 各部の給油脂状態

12 電気系統の点検   

定定期期点点検検  

メンテナンス ６Ｈ ５０Ｈ １００Ｈ ２００Ｈ ３００Ｈ ５００Ｈ その他

初期エンジンオイル ●

エンジンオイル ○ ●

クリーナーエレメント ○ ●

ミッションオイル ○ ●

走行用Ｖベルト ○ ●

ローラーチェン ○ △

各チェーン ○ △

各ベアリング ○ △

各ボルト、ナット ○

各部給油脂 ○

○○＝＝点点検検・・調調整整・・補補給給・・清清掃掃  

●●＝＝交交換換  

△△＝＝オオーーババーーホホーールル時時点点検検、、交交換換  

エエンンジジンンにに関関ししててはは、、エエンンジジンンのの取取扱扱説説明明書書をを参参照照ししてて下下ささいい。。  
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６６－－３３  各各部部のの調調整整方方法法  

    （（１１））走走行行テテンンシショョンン調調整整  

          図図にに示示ししててああるるテテンンシショョンンススププリリンンググをを  

          締締めめ付付けけるるよよううにに、、カカララーーののボボルルトトをを緩緩  

          めめ、、調調整整すするる。。  

          ククララッッチチをを入入れれててＶＶベベルルトトのの丁丁度度良良いい  

     張り具合のところに設定して下さい。 

 

 

 

 

 

  （２）ブレーキ調整 

     ブレーキ調整はワイヤー取付部のインナーのところで調整して下さい。 

     あまりワイヤーをしめると、ブレーキがブレーキレバー解除の状態でも効いてしまいますので、注意

して下さい。なお、ワイヤー調整してもブレーキの効きが悪い場合、ブレーキドラムの中のブレーキ

シューを交換して下さい。 

 

６６－－４４  長長期期保保管管時時のの注注意意  

    （（１１））長長期期使使用用ししなないい場場合合、、キキャャブブレレタターー内内ののガガソソリリンンををすすべべてて抜抜きき取取っってて下下ささいい。。ガガソソリリンンがが腐腐敗敗ししたた場場

合合、、キャブレターを交換しないとエンジンがかからないことがあります。  

  （２）なるべく各部の給油脂を行っておいて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


